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演習 刑事訴訟法 2023 年 6 月号参考文献 

一橋大学教授  緑 大輔 

＊学習者が比較的容易に手にとることができる文献を中心に掲げる（一部，やむを得ず論

文集等を掲げる場合がある）。 
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・井上正仁『強制捜査と任意捜査〔新版〕』（有斐閣，2014 年）276-330 頁。 
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３．強制採尿令状による連行と立入り 
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ステップアップ 

逮捕に伴う無令状捜索差押えを行うために，捜索差押えの実施に適する最寄りの場所ま

で被疑者を連行した上で，これらの処分を実施することを認めた最決平成 8・1・29刑集

50巻 1 号 1 頁の射程も意識しつつ検討したい。 


